
 

 



★親と子が幸せになる「X と Y の法則」★ 

臨床心理士 田村節子さん著の、親と子が幸せになる「X と Y の法則」という本をご存知でしょうか？ページ数も

文字数も少なく、誰にでも大変読みやすい本です。保健室でも、『思春期の子ども達にどう接したらいいのか？』と悩

まれている親御さんの声を聴く機会がありましたので、その本を引用しながら・・・参考までに。 

 

親と子が幸せになる「X の法則」 

 縦軸は力の大きさ、横軸は子どもの年齢です。『親の線』は子ど 

もの成長にともなって子どもに使う力は少しずつ減っていくので、 

右下がりになります。それとは反対に、『子の線』は最初は赤ちゃ 

んですから一番小さなところから始まります。しかし、だんだん 

成長して自分でできる力が大きくなり右上がりになっていきます。 

すると、『親の線』と『子の線』が交わるところが出てきます。 

これがいわゆる反抗期です！子どもは無意識のうちに親を越えよ 

うと、もがき始め、母親の手助けや意見を拒否するようになります。「うざい」「別に」「くそババア」といった言葉

が飛び出すようになりますが・・・これは、「自分が考えたように行動させてください」という意見表明。反抗期

は、「自分自身の考えができました！」という子どもの独立宣言です。 

 

親と子の幸せが遠くなる「Y の法則」 

せっかく子どもが反抗期を迎えて、「くそババア」と言い出した時 

期に、母親が幼児期の力関係を維持しようとして、過保護・過干渉の 

圧力をかけると、力関係は図のようにいつまでも拮抗して Y字型にな 

ります。『子の線』も親を抜くことができません。知らず知らずに親 

が子どもにいつも圧力をかけてコントロールしている状態です。 

過保護や過干渉等は、子どもがかわいいからこそ、親がついつい行 

ってしまいがちなことですが、子どもは親の意向を気にするあまり、 

子育ての目標である自立ができにくくなってしまいます。 

 

いつだって子育ては軌道修正できる！ 

では、Y の状態に気づいたらどうしたらいいのでしょうか？『親の線』が右下がりになり、『子の線』が右上がり 

に軌道修正できると OK！親が知らず知らずに子どもにかけていた圧力が小さくなり、子どもが自分の力を発揮し

やすくなることを意味します。具体的には…こんなことはないでしょうか？ 

＊親が子どもの手となり足となって、子どもの代わりに何でもやってあげてしまう 

＊時間割を揃えたり、宿題なども親がやってあげてしまう 

＊「こうしたら」「ああしたら」と指示が多くなる 

＊知らず知らずに親の願いを押しつけている 

＊転ばぬ先に杖をついたり、先回りしたりする 

            といったことを一度見直してみてください。 

軌道修正の過程で、これまで従順だった子どもが口ごたえするよ 

うになったりすることがよくあります。これが自立の兆しです。 

「子どもの人生は子どものもの。親が代わりに歩むことはできない」 

と腹をくくることができるかどうかが分岐点でもありますね。 
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